
☆活躍する西谷の星☆    「西谷に恋して～」 

私は 3 年程前から宝塚にしたに里山ラボの活動でイベントや冊子制作 

を行っています。「ごはんフェス」というイベントでは西谷の新米を美味 

しく食べて頂きたい、自然の中で楽しく遊んで貰いたいとの想いで、毎年 

自然の家で行っております。また農作物や美しい景観をもっと知って貰 

いたいと「レシピノート」や「遊びノート」といった冊子も作っていま

す。普段は宝塚で訪問マッサージの治療院で働いていて、自然豊かな西谷地区にはとても興味があり

ました。長尾山トンネルを抜けると目の前に広がる緑の綺麗さ、その周りの空気感、四季を感じられ

るその景色にいつも心を癒されています。子どもが産まれたことをきっかけに、 

この西谷地区へ子どもも連れて通いたいという想いから、この「宝塚にしたに 

里山ラボ」の活動に繋がりました。これからも自然豊かなこの西谷地区で楽し 

く活動出来たらと思っております。     宝塚にしたに里山ラボ 小紫 祐 
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☆わたしもチャレンジﾞ☆  「つながりたいな～」  

 地域で、子どもから高齢者まで、みんなが気軽に集い、つながり、 

それぞれが役割を持って楽しく暮らしていけるような居場所を作りたいなとの 

思いで、昨年 10 月 10 日、「山里カフェ」をオープンしました。私の思いに賛同して、わがままに付

き合って応援して下さる皆さんには、感謝してもしきれません。おかげさまで人と人がつながり合え

る場になっています。嬉しいエピソードがいっぱいです。「体に気をつけて、一日でも長く続けてね。」

「何かあったら辻さん一人で悩まずに、みんな一緒に考えていこうや」と温かく心強いお言葉もいた

だきます。ありがたいです。毎週水曜日 10 時～17 時頃まで開いています。おひとりで来られても、

皆さんが温かく迎えてくれます。「ほっ」としに来てください。        

山里カフェ 辻 幹子 

 

 「山里カフェ」に行ってみました！ ドアを開けて入ると、地域 

のあちこちから来られた方が食事や喫茶で、おしゃべりに花が咲き 

笑顔があふれていました。辻さんの「自分たちのしたいことに使っ 

てもらえたら！」との思いで、囲碁を打ったり、クラフト手芸をし 

たり、カラオケタイムがあったりします。お店の窓辺には色んな方 

の社会参加を願って、創作の品物（絵画・手作り小物など）を展示販売して応援されています。 

「つながりたいな～」の辻さんの思いは広がっているように感じました。      編集担当 

 

 

 

 

防災のつどいを開催しました 

9 月１日は、「防災の日」です。災害は、忘れずしてやってくる。近年発生の 

地震、台風、豪雨等が各地に甚大な被害をもたらし、住民の生命・身体・財産 

を脅かしています。自主防災部会では、日頃住民が各種災害に備えられるよう 

年２回の「防災のつどい」を開催しています。9 月には「自助」、「共助」として 

自主防災訓練を、3 月には防災研修、救命講習等を実施して住民の災害に対する意識の高揚に努めます。 

今年は 9 月 1 日「防災の日」に、避難時に必要とする飲料水の確保をするため、飲料水兼用耐震性貯水

槽からの給水訓練や停電時・夜間時の発電機を活用した応用訓練を実施しました。  

今後も災害から住民を守るための訓練・研修等に取り組んでいきます。   自主防災部会 畠中 政信 

 

 

心ふれあう市民の集いのご案内 
日時：11 月 23 日（土）13 時 30 分～15 時 30 分    場所：西谷ふれあい夢プラザﾞ 

第 1 部：表彰式 13:30～14:00  西谷小学校・中学校の児童・生徒の人権標語、人権作文の表彰 

第 2 部：講演会 14:00～15:30  落語家  笑福亭 鉄瓶（てっぺい）さんによる人権落語 

人権啓発部会は、学習活動、市民の集い、啓発活動を柱として活動して 

います。海外からの労働者や観光客の増加など社会情勢の変化と共に人権 

問題も変化している今日、プロの噺を楽しみながらの自己研鑽の場となる 

絶好の機会です。多数の方のご参加をお待ちしています。  

人権啓発部会 部会長 西田 春芳 

 

はがきの木・・・タラヨウ（多羅葉）の木【宝塚市指定天然記念物】 

 大原野の阿弥陀寺にある「多羅葉」の木のことを、詳しく知りたくて住職に伺いました。 

この木はモチノキ科の常緑高木で、葉は細長い楕円形で、厚みのある葉だ。 

葉の裏に尖ったもので字や絵を書くと黒く変化する。これを使って情報を伝えた 

ことから「はがき（葉書）の木」とも言われている。阿弥陀寺のタラヨウの木は、 

市の文化財として保存の為、樹木医に見てもらって根に酸素が届くように手入れ 

をされている。樹齢３５０年と言われているこの木は、落雷で先端が割れているが、 

しっかりとした幹で枝葉を広げ、阿弥陀寺の本堂を見守っている。 

 

 

 



西谷商工振興会祭り・にしたに秋花火 
10 月 27 日（日）15 時～19 時（花火打ち上げは 18 時頃）上佐曽利ダリア園 

周辺にてメッセージ花火と本格音楽花火を打ち上げます！  

パフォーマンスイベント、模擬店多数あり、入場無料。 

車の方は西谷夢プラザ臨時駐車場へ。シャトルバスで会場まで送迎します。 

〝西谷で行われる秋の各種イベントに参加してスタンプを集めるとお米やお酒が 

当たる「西谷の秋を満喫」スタンプラリー同時開催″ダリア花祭り 10 月 19・20 日(土・日)9

～16 時(要入園料)、猪ノ倉山トレッキング(自然の家周辺)10 月 27 日(日)10～15 時 、にした

に収穫祭(西谷夢プラザ)11 月 3 日(日)10～15 時 、宝塚西谷物産展(宝塚北 SA) 11 月 2 日(土)

～4 日(月)          問い合わせ ☎0797－83－5100（西谷商工振興会 担当二井） 

西谷収穫祭のお知らせ 
                日時：１１月３日（日）10 時～15 時    

場所：西谷ふれあい夢プラザ 

・西谷で採れた農産物の販売  ・各団体による軽食コーナー 

・各種展示コーナー等    ・農産物の品評会 

・お楽しみのビンゴゲーム    

楽しいイベント等も用意しておりますので、ぜひお越し下さい。 

（西谷農会長会 会長 福田俊治） 

 

☆西谷の魅力発信☆    ～手料理 あさの～ 

             自宅を改装してお食事を提供できるお店を始めました。開店まで色々

と思案しながらでしたが、オープン出来て喜んでいます。 

自分で野菜を作りはじめて、おいしい野菜ができるようになったのを 

きっかけに、私が料理をする腕を持っていましたので、「美味しいものを多くの人に食べて頂きた

い！！」と思いました。西谷は市内や阪神間からも近い距離にありながら、田舎の景色・風情を存

分に残すエリアです。新名神の宝塚北サービスエリアから１０分とかからないのですが、夜は煌々

と照らされているそこからは考えられない程の暗さの中に、月や星の輝きを 

見ることができます。自然が残るこの西谷で、土に触れ、自ら汗して作った 

野菜に、自分の持てる料理の手腕を発揮できることを幸せに感じています。 

そして多くの方に、食事を通して西谷の魅力を感じて頂ければと願っています。 

農業も楽しみながらですので、週末（金・土・日）にお店を開けています。 

予約をいただき、ぜひお越しください。      西 和徳 （切畑） 電話９１－０６６７ 

※宝塚市の北部地域振興に向けて開発許可基準の緩和策を適用した初めての店舗です。 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西谷の人口は今・・・平成３０年 ７月末現在 

        宝塚市      西谷 

人口    ２３４，１０２人   ２,４７９人     ☆西谷小学校児童 ９０名 

６５歳以上  ６３，６４６人   １,０７３人     ☆西谷中学校生徒 ３９名 

高齢化率       ２７．２％   ４３．３％ 

☆長寿のひけつ ☆      池西  弘 様 ８８歳  （玉瀬） 

畑での野菜作り、椎茸栽培、栗山の手入れ、採れなくても大好きな松茸山 

に行ったりと、色々な 自然の恵みに感謝しながら、収穫を喜ぶことや、家 

内と車で買物に行って、おいしい手料理と、５０年以上愛飲しているキリン 

ビールで晩酌を楽しむことが日課です。喧嘩もしますが、日々元気に家内と 

一緒に働き暮らせることが一番の幸せです。 

 

 

 

 

 

 

 

             

西谷の人口は今・・・令和元年 ８月末現在 

宝塚市      西谷 

人口    ２３４，0１８人    ２,４２９人    ☆西谷小学校児童 ９０名 

６５歳以上  ６４，３９６人   １,０７６人     ☆西谷中学校生徒 ４０名 

高齢化率      ２７．５％   ４４．３％ 

今年の６月、西谷小・中学校運営協議会において「近い将来、小学校が複式学級になるかもしれない」

と衝撃的な報告を受けました。「子どもが少ないな。」といった漠然とした不安感はありましたが、市内

においても最も人口減少や少子化が進んでいる西谷地区の厳しい現状を突き付けられました。地域の担

い手となる子どもたちにとって、多くの人とのつながりはより良い成長をもたらしてくれると思います。 

１３地区の自治会長も参画して、まちづくり協議会において素晴らしい自然環境を守りながら人口減

少や少子化などの課題に向き合い、西谷を活性化すべく「まちづくり計画」の策定作業が大詰めを迎え

ております。自治会連合会とまちづくり協議会が一体となって計画の具現化のため、西谷地区の老若男

女一人一人が課題解決に取り組み、輝かしい西谷となっていくことを願ってやみません。 

            西谷地区まちづくり協議会副会長（西谷自治会連合会 会長） 中井 二 

 

 

 

 

             

本年度、西谷地区まちづくり協議会副会長と

して、少子高齢化や魅力ある地域づくりなど

様々な地域課題への対応について、気持ちも新

たに取り組んでいきたいと思っています。 

2020年スタートする宝塚市第6次総合計画に

位置付けられる新たな西谷地区まちづくり計画

の策定作業を進め、まちづくりの指針や具体的

な施策項目を取りまとめ、関係機関等との調整

段階を迎えています。 

この計画を具現化するには、地域力（マンパワ

ー）が必要です。地域には様々な知識やスキル

を持った豊富な人材がおられます。是非参画い

ただき、子どもたちの未来に夢の持てる住みよ

い地域づくり、共に取り組んでいきましょう。     

西谷地区まちづくり協議会副会長 

（西谷ビジョン協議会） 塗家 昭彦 

 

 

 

 

西谷に移り住み、24 年が経ちました。最初

の冬は、これまでに体験したことのない寒さに

弱りましたが、このごろは寒さにも慣れまし

た。冬の厳しさ、買物などの不便さを減点ポイ

ントとしても、美味しいお米や野菜が採れ、き

れいな水や空気があることの方がはるかに加

点ポイントが高く、すっかり西谷が大好きにな

りました。お祭りや行事を通じた人と人のつな

がりも西谷の魅力です。令和の時代は、男女の

性差をこえ、こどもからお年寄りまでどなたで

も西谷のまちづくりに参画できる場がつくれ

たらよいと思います。これからもどうぞよろし

くお願いいたします。 

西谷地区まちづくり協議会副会長 

（環境部会 部会長） 宮上 佳江 

 

 

 

 


